

このたびは本品をお買いあげいたださましてまことにありがとラございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく使用 
してください。 

この「取扱説明書」は、保証書と共に大切に保管しておいてください。 

■同捆のアフターサービス登録力ードは必ずご投函ください。 
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安全のために必ずお守りください 

使用ずる場所 . 

各部のなまえ . 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」- r 点滅」の意昧 


お使いになる前の準備 


[製品と同栖品をおり出しまず] 


n 丹ミ由について 


給油のしかた] 


点火前の準備 


使いかた 


点义(通常運転) 


炎の状態 


室湿の調節 


'灯油セーブ運乾 


タイマー運転のしかた 


消火のしかた I 


消火後再点乂するとをのを意:] 


消し忘れ消火装置の使いかた」 


ク I 」一ニング燃焼表示_ 


換気を意表示の見方 


チャイルド□ックの使いかた 


ま全 装置 • 


点横•手入れ . 

故障-異常の見分けかたと処置のしかた 


異常のお知5せ 


故障かなと思ったとさに 


部品交換のしかた . 

保管のしかた(長期間使用しない場含) 

廃棄ずるとき . 

仕様 . 


アフターサービス‘ 
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★寝るとさ消乂 


巧倉説細するときは、邮默し、火び;肖なし、ることを確認し 
予想しない事故び発生するおそれびあります。 



〇 

消乂 


1古を類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しないでくださし、。 
落下した衣類に义びつさ、乂災の原因になります< 



0 

禁止 


L 全蜀風吹出□(ルーパ’一)をふさがない I 

巧類、紙などで温風吹出口（ルーバー）や燃焼空気取入□(給気フィルタ 
-) や温風空気取入口（ファンフィルター)をふさびないでください。 

を類、紙などでふさぐと、異常燃焼や乂災の原因になります。 



0 

禁止 


L ★スプレー吿厳禁」 

スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどを、 
あたるところに放置しないでください。 

熱で吿の圧力び上びり、爆幾し、危険です。 


ストーブの前面や溫風の 



0 

禁止 


A 警告 （ WARNING) 


安全のために必ずお守りください 

>お使いになる人や他の人への危書と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するた めに 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

にこにのした 表のは、 誤つた使し佩たをしたときに生じる危富や損書の程度を巧の 表示で 区分し. 説日月してしほず, 


■おザりいににく内容を、巧の給表术で区分しています。 


お巧明又甲の I お願い J 事填は、本磯を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 

A 危険 （ DANGER) 


I ★ガソリン使用禁止 I 

ガソ I 」ンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでください< 
少量の混入でを、火災の原因になります。 


歡’靈幾 



0 ® ® 

この絵表示は、「禁止」されている内容でず。 

A 

この給表示は、「を意」していただく巧容でず。 

〇を轉 

この繪表示は、必ずしていただく「指示」内容でず。 


A 危険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死じ重傷を負ラ危険、ま 
たは火災の危険が差しをって生じることが想定される内容をおしています。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、 
または火災の巧能性が想定される内容を示しています。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷害を負5可能性が物的 
損書の発生が想定される内容を示していまず。 
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お使いになる前に 





安全のために必ずお守りください 



告 (WARNING) 


★可燃性ガス使用厳禁 I 


ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するちの(ガソリン、 
ベンジン、シンナー)、スプレーを使用しないで < ださい。 

义災や故障の原因になります。 




意に AUTION) 


★力一をン_、可燃物近接禁と 

カーテンや燃无やすいちののそばなどでは使用しないで<ださい。 
毛布やふとんなどを近くに置かないで < ださし、。 

义災び発生するおそれびあ 0 ます。 


★総由時消が 
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給油は、必ず消义して、本体温度び充分下がってから、乂の気のないと 一 

ころでおこなつてください。 

义災のおそれびあります。 


I ★居室内給油禁止 I 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 

火がのおそれびあります。 , 

_ _ 禁止 

★油漏れ確認 I ^ 

給油口 □金は確実に締めてください。 レ^ 

給油口□金を下にして、紙願びないことを確かめてください。 ( 1 ■墨 

給油口□金を獅に締めたりずると、簡単に給油□□をが WI て、火災 WW 

のおそれびあ0ます。 /ジ 

• 油び漏れるが態で使用しないでください。火災のお それびあります。 _惟をむ 

I ★異常時使用禁止 I A 

におい、ずずの発生、炎の色など異常を感じたとさは使用しないで < ださい。 

運転スイッチを押して「切」にしてください。 

異常燃焼のおそれがあります。 

•万ーストーブから乂び出たり、床などに乂びついたとさは、あわてず . 

に消乂器で消乂してください。 i —— i ぶ^1 


曲ま互り峨去 I 必吟 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター)や温風空気お入 □ (ファンフィル な @ r ——, 

夕-)は、週1回攻上おず掃除してください。 MW ] AS 

ごみ、ほこりなどで誦空賺人□(給気フィルタ-)や溫風空気取 Sg = ス y 
入口（フアンフイルター）びつまると、異常燃焼のおそれびあります 。 (給 気 フイルター)(フアンフイルター) ^曰 7 J て 

★温風に直接あたらな し、 I 

温風に直接長時間あたったり、ス f -ーブの前に長時間い続けないでくだ (。 

さい。低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 

温風を直接吸い込まないでください。気分び悪 くなることびあります。_ — _…… 

み移動-運搬す马ときのま量 

ストーブはひきず5ないでください。床面、じゅラたんなどを傷つけた 

り、本体底面の塗料がはびれて、さびの原因になるおそれびありまず。 Ml 

スト-ブを移動する時は、必ず消火し、油タンクを振いて傾けないように請 W 9 

かに移動してください。油び漏れたり、火災になるおそれびあります。 ^ 

修理-引越しなどストーブを運搬される時は、必ず油タンク、油受けざ 
5 の巧油を抜いてください。打油びこぼれ周囲を巧すおそれびあります。 




〇 
















A 


み高温部接触禁止 j 


燃焼中や消火直後は、高温部、温風吹出口(ルーパー)に手などふれない 
で < ださい。 

やけどの おそれびあります。 

「古指ゃ異物をみ; n なぃ] 

温風吹出□(ルーバー)やストーブ内部に指や異物を入れないでください。 
けがや乂災のおそれびあります。 

L ★分解修理 • 改造の禁と ~ 

故障、破損した6、使用しないを<ださい。 

ストーブは總巧に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は 危険です。 

[が呆管時にしていただくこと1 

長期間使用しないとを、または保管するとさは、必ず’灯油を旅を電源プ 
つグをコンセントから揣いて<ださい。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

振さ取 れなかったな油び漏れたり、火災の おそれびあります。 

で電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、傷付けた0束ねたり、物をのせたり 
加工しないで < ださい。 

また、電源プラグを损くときは、コードを持って弓 I き抜かないでください。 

_ p 源〕ー ドび破損し、火災や感電 の原因になります。- 

7^期商觀庶昭 W 福漏ラ劳雨く 1~~ 

長期間使用しないときは電源プラグをコンセン h 如5抜いてくだ^い。 
火災や予想しない事故の原因となります。 

み■源プラグは確実に差しち萄 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないで<ださい。、 

I 火災の原因になりまず。 ) 

城れた手での抜さ差しはしないでください。 

感電の原因にな0ます。 

* 電源プ号グのを手入れをす句 

^をどきは電源プラグを抜き、ほこり(ちな盏属物)を除去してください。 
(ほこりや異物がたまると湿気などで絶緑不良にな 0) 乂災の原因になり 
ます。 

★をを攝やお年寄りのご璧用に注意 ] 

お子様やお年寄り、体のご不自由な方びお使いになる場合は、やけどや、 
部屋の換気などについて、周囲の人び充分に注意してください。 

百 rj 要をかはを9物をのせない] 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないでください。 

ス I -ーブの故障や、やけどのおそれびあ0まず。 

ストーブの上に巧びんや、水を入れたをのなどを置かないでください。 
水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 




曲虫禁止 

で 

> 禁止 

分解禁止 

確認 

0 

% 

電源プラグを抜く 

〇 

指示 

〇 

— i 旨示 

〇 

指示 

0 


意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 




を全のために必ずお守りください 



意に AUTION) 


女廃 棄ずるとき 

ストーブを廃棄処分すると舌は、必ず油タンク、油受けざら内の口油を扳を取ってくださ 
い。の4ページ参照） 

口油び入っ たまま廃棄すると U サイクルの隙思わ城事故び発生するおそれび あります。 
次®11戸斤では使用しなし> 火災や予想でさない事故や故障の原因にな D ます。 


冰平でない場所、不ま定な場所） （風のあたる辯斤、き 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しない•風のあたるとこ 
でください。 で < ださい。炎 

対震自動消火装置び誤作動することびあります。 掃除機の排気に= 

• しっかりしたじょラぶな床面で使巧してください。 • 部屋の出入口 

• 不安定な台上で使用しないでください。転落するお の通るところ、 

それびあり危険です。 つかった0つま 

厢雨どスト面流る-罵新） 熙飄殺 

• 暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使い方を さるおそれびお 
しないでください。火災の原因になりまず。 户寺*-たな 

(ほこ-り福の而丽） 黯驟! 

• 燃焼空気取入 □ (給気フイレター)や温風空気取入口 (フ 心白化山 A ゎ卜 
アンフィルター)び目う’まりが觀こなり、異常燃焼や異し剧化ホの®巧 

常過熱を 起こし 、事故になる危険性びあ ります。 • 異常燃焼を起こ 

ぐ理•美容院、クリ- ニ ング店などスプいゃ化鱗品を使う場所） • 黯違を卿 

• 理•美容院、ソッキ、塗装工場、電子部品組立エ墙、繊維 r 識冲们爪痛 
関係工場などでは使巧しないでください。 

器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属、鏡、ガ • 爆発や火災の眉 
ラスなどを傷める原因となります。 這兰 ♦ 飼巧を 

•石油フアンヒ-夕-で暖房ずる部屋ではシリ]-ンを 
配合した枝毛用コート液やヘアー H 」ー ト方ントけま•予測できない3 
毛用）は点火 S スが、途中消火など故障の原因になり まず。 

まずので使用しないで<ださい。 

高地 （1 加日 m 切上の場所)) 

• 酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

• 80日〜 13日日 m では調整び必要ですので販売店までお問い含わはください。 

I ★可燃物(木壁、含板、ふずまなど)との距離を離すリ15。 

•ストーブ上方の棚などとの距離は必ず1 m な上あけてください。 L 赴 
•上方の棚などか5の落下物びないよラにしてください。 

•特に、カーテンなどびス I -ーブにふれないよラにして<ださい。: iJU ^ 
•家具などからは充分な距離をとってください。 ■ 〜〜ピ 

(熱で変おや変色、自然発乂することびあります。） パく 


〇 

指示 

0 


(風のあたる獅、自帽の出入日婚うが 

•風のあたるところでは使用しない 使用禁止 
で < ださい。炎び出て危険です。 

掃除機の排気にもな意してください。 

•部屋の出入口など人 I— rn 

の通るところ、人びぶ た:^ 

つかったりつまずく場 
所で使用ずると、転倒 
して事故や火災び起 y)c 
^るおそれびありまず。 ] . ( 

をま定な物をのせた棚などの下^ 

• 落下物により火災び起きるおそれがありまず。 

0直射日光のあたる場所、涵度の高い場所） 

• 異常燃焼を起こずおそれびあります。 

• 油タンクのな油びあふれ出て火災のおそれ 
びお D まず。 __一 

(可燃性ガスの発をずる場所、またはたまる塌戸り 

• 爆発や火災の原因になります。 

(]晶室*飼育室など人のいない場所^ 

• 予測でをない事故び発生するおそれびあり 
夫弓 0 



0 

使用禁止 

み 



願い （ NCmCE) 


みシリコーン配合製品を使用 しない 

♦ストープ(石油フアンヒーター）で廳房する部屋では、シリコーン配含製品（ムース-ク1」ーム■液 
体スプレーなどの枝毛用ヘアートリートメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど）を使用しな 
いで含立ごさし^ 点火ミス. 途中消乂などの故障の原因になります。 

★巧油の廃棄 ♦口■油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談<ださい。 









温風空気取入口 
(フアンフイルター） 











各部のなまス 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」-「点滅」の意ほ 


_ ル部屋ランプ _ 

点灯ル部屋運転モードに設定されています。 
15ぺージ参照 



ーブ I さホる•あかる '時間 


D 


S^HSBliniBB 



ル部屋ボタン 

ル部屋運転の設定•解除を 
おこないまず。 

1日ぺージ参照 


温度•時計表示 

デジタル表示部の表示内容を示します。 


換気号ンプ_ _ 

点滅（運乾停止）室内の空気び、酸素不足状態でず。 
♦窓やドアを開けて充分に部屋の換気をしてください。 
♦換気ランプにたよ5ず1時間に1〜2回は必ず部屋の 
換気をしてください。 
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消臭点火 • 時間延長（給油延長）ポタン 

- - - --- - . 

--I - - - - — 


♦燃焼中に押したとをから、再度3時間 

19ページ 

の燃焼継続が巧能になります。 

参照 

♦タイマー燃焼から、通常運転に切り替 

18ぺージ 

えるとさに押しまず。 

参照 

♦給油延長運転をするとさに押します。 

11ページ 


参照 

•消臭点火をずるとをに巧しまず。 

14ぺージ 

♦消臭点火を解除するとをに押します。 

参照 



度 


計 


'一、 

r # .のご 

[ l . しが-， 

設を湿度ま巧溫度 


I クリー ニン グ燃焼表示 

[ LC - L 日3目のみ] 


チ车イルドランプ 

点灯’•’チャイルド□ック作動中 
消な…チヤイルドロック解除 


_ 給油ランプ 

占巧 

♦油タンクび空になって消火する1日分前に点灯と同 
時に「ピー」音び鳴 D 、 給油の必要を予告します。 
占':或（運転中） 

♦時間延長（給油延長）ボタンを押ずと点減し、給油 
延長 （ LC - L 436 は最大約90分、 LC - L 536 は最大 
約目日分延長)運転中を表示します。 

点滅（運転停止） 

♦油がな< な0自動消火しました。 

(日砂間「ピー」音び鳴ります） 

11ぺージ参照 


タイマーランプ 

点灯 " 

♦タイマー運転待機中 
♦タイマー運転中の1時間 
♦タイマー運転終了時 （ /;ふ-表示中) 
点滅 

•タイマー時刻を設定中 


運転スイッチ 


1 ♦一度押すと 

「入—」 

♦ちラー度巧ずと 

r 切且」 

になります。 


点滅 . 

…予熱中 

点な . 

…運転中 

消な . 

……消火 


14、17、18、19、2日ぺージ参照 

_ _ _ ノ 


消臭ランプ 

•点口... 

消臭点乂に設定さ 
れています。 

消臭機能作動中。 
14ページ参照 


I 灯油 セーブ ランプ 

点な…灯油セーブ運転中 


温度/時 刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使いまず。 
♦室温設定の場を 
設定温度をお好みの溫度にずるこ 
とびでをます。 

〇あるいはのボタンを押し 
て合わせてください。 

♦時刻設定の塌合 
〇あるいは 12) のボタンを巧し 
^て合ゎせてくださぃ。 

13、16、17ぺージ参照 


打 油 セーブ ボタン 

灯油セーブ運転の設定. 
觸除をおこないます。 

1目ページ参照 


タイ マーボタン 

タイマー運転をおこなラと 
さに使いまず。 

17、18ページ参照 


一をャゴ J レド□ックボタンー 

設定‘解除をずる場合は3秒故上押 
します。 

20ぺージ参照 


運転スイッチ 運転スイッチ 


お使いになる前に 












お使いになる前の準備 


製品と同個品を取り出します 


♦包装箱か5すべての個包材を取り除を、製品に傷をつけないよ 
5に取0出してください。 

同時に取扱説明書と□金開閉具ち取り出してください。 

•詳しくは、包装箱上面に表示してある r 包装の内容」を参照して 
<ださい。 

♦包装箱や砸包材は保管するとをにご利用ください。 



_ な油について 

參燃料は灯油^旧1号口油)を必ず使用してください。 

® 変費幻油、不純 I な油は、絶巧に使用しないでください。 



I ★ガソリン使用禁止 i 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。少量の混入でち. 
火災の原因にな0まず。 



(§) 

ガソリン禁止 


♦変質灯油、不純丹油（灯油！;^列•の油-水-ごみび混 
入した: U 油など）は、絶対に使用しないで<ださし、。 
異常燃焼や故障の原因にな0ます。 

•助燃剤(添加物)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 

廣な油の保管のしかた 

•灯油は必ず火気、 

雨水、ごみ、局温 
および直射曰光を 
避けた場所に保管 
してください。 

♦灯油容器内のむ油 
がかないと温度変 
化により結露して 
水げたまることび 
お日ます。 

•灯油の容器は専用のされいな容器を使用してくださ 
し、。また口油容器は必ず J I S 認定品で色つさのな 
油専用容器を使巧してください。 

心 


0 



r な油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます 
(火の気のない巧でおこなつてください） 


〇な油 X ガソリン 



蕭れたままでず。 すぐ乾いてしまいまず 。I 



1 . ノ 

1 良い保管 

悪い保管 、、 


直射日光、雨水が当た 
らず、火気のない;ち暗 
巧へ保管 


直射日光、雨水の当た 
るべランダなど、室が 
の保管 

















変質な油とは 


不純な油とは 


♦古いの■油。 （2 年が上越した 
灯油） 

♦長期間、日光の当たる場所や 
温度の高い場所に保管した灯 
油。 

♦容器のふたが開けてあったり、 
乳白色の容器で保管したな油 
は変質しやすい。 

変質のひどいをのは黄をおを 
おびたり、ずつぱいにおいび 
します。 


古い灯油は 
使わないで 


0 £) 


し, 

0 

使用禁止 


•灯油政外の油（ガソリン、 
シンナー、天ぷ5油、機 
械油、重油など）びほん 
のかしでも混入した口油。 


♦水やごみび混 
入した灯油。 


な油 iU かの\ 
油、水、ごみを 
、入れないで / 


巡 


0 

使用禁止 


変質な油の見分けかた 


水と同じ無色透明なら正常< 



白い紙-1 


コツプに水を入れ、次に灯油を入れて 
背後に白い紙をあてます。 


かしでを色びついていた6 
使用しない。 


白い紙-- 


0 

使用禁止 


•変質丹油の見分けかたはたい 
へん難しいので、_><一力一の 
はつきりしない灯油は使用し 
ないでください。 


® 変質な油や不純《了油を使用す 
ると 

♦変質な油や不純灯油を使用しますと、パ 
-ナ ーに 多量の タールが たま 0、 点乂し 
なくなったり、燃焼び悪くなったり、激 
しいにおいびしたりしまず。 

•水の混入した灯油を使用しまずと、炎び 
ルさくなり火が消えてしまいます。又、 

油タンクに灯油び残っているのに、「給油 
ランプ」が「点な」することびありまず。 


® 万一変質な油や不純な油を使 
ったとをの処置のしかた 

1油タンク、油受け、油受けざ5内の悪い 
打油を抜を取り、良質の灯油で内部を2 
〜3回洗ってか6ご使用<ださい。 

(24 ぺージ参照） 

2悪い巧油を振を取っても効果のないとき 
は、販売店までお問い合わせください。 



お使いになる前に 







お使いになる前の準備 

給油のしかた 


A ま意 


給油は、がず消火して、本体溫度び充分下びってか5火の気のない 
ところでおこなって<ださい。 

火災のおそれびあ0ます。 


〇 

消乂 


1油タンクを取り出ず。 

2総由ロロ金をを「〇」へ回して取 
りはずす。 

♦給油ロロ金を取りはずず前に、先端の弁部を 
巧すと、給油ロロ金び開けやすくなります。 

附属品の「□金開閉具」を使用しまずと、灯 
油で手を巧さないで給油□□金の開蘭びで 
-きます。_ 

3給油ずる。 

市販の給油ポンプの先端を止まるまで軽く差し 
込んで、油量計を見なび5給油してください。 

(ホースが振けないよラに注意しなび5給油し 
て < ださい。） 

♦巧油は油量計の上部(ち図 給油位置 ♦) まで 
給油して < ださい。 

入れ過ぎますと、あぶれ出ることびあ D ます 
ので充分注意して給油してくださし、。 

4給油ロロ金を締める。 

給油□口金をち「〇」に回して確実に締めてく 
ださい。 

•こぼれた灯油はよく拭さ取ってください。 



★給油□□金は、斜めに締めたり、締めつけび 
不完全ですと、油漏れによる乂災の原因にな 
ります。また、違った給油□□金を取り付け 
ますと油が出な < なります。 



〔本機の給油□□金〕 




5油漏れのないことを確認ずる。 

□金開閉具を取りはずし、給油□□金を下にし 
て独漏れのないことを確認してから、ストーブ 
に正しく静かにセツトします。 

★油び漏れる状態で使用しないでください。乂 
災のおそれびあ0まず。 















鲜油の目ち（給油延長運範） 


油タンクの灯油び空になってを、油受けざ5のな油を燃焼させて、 LC - L 43 目は最大約9日分、 LC - L 536 
は最大約目日分の延長燃焼びでをまず。 


運乾スイッチ 


時間延長ポタン 
給油ランプ 


デジタル表示部 

1油タンクのな油び少なくなると、「撤由ランプ」が r 点な」し、「ピ ー 」音 
び連続して鳴り、 r デジタル表示部」に残り燃焼時間(分）に通を表示 
しまず。 

♦運転スイッチを押して消火してか5、給油して<ださい。 

★給油しませんと、2分ごとに r ピー」音び鳴ります。約1日分後に「給油ランスび r 点滅」し、「デジタル 
表示部」の残り燃焼時間表示び E 3 となり自動消乂します。 

2給油延長運転をずるとき 

油タンクの灯■油びかなくなり 「給油ランプ J が r 点な」 した5、 こ尹 r 時間延長 (給油延長) ボタン J を押し 
ますと、給油延長運転をして LC - L 436 は 最大約90分 間、 LC-L 己 3日は最大約60分間の燃焼継続をし 
まず。 

r 給油 ランプ J び「点滅」し、「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示(分)び変わりまず。 

残り燃焼時間び1日分政下になると、2分ごとに r ピー」音が鳴ります。 

• LC - L 43 剧ま約弧分 iU 内、 LC - L 已36は約孤分政巧に、運転スイッチを押して消火してか5給油して 
ください。 

★給油しませんと、 LC - L 43 创ま約弧分後、 LC - L 日36は約酣分禮に、「給油ランスが「点滅」し、「デ 
ジタル表示部」の残り燃焼時間表示び E 3 となり自動消火します。 

♦r 時間延長 (給油延長) ボタン」 を押ずと、時間延長(燃焼)を同時にセットされます。 

(19 ぺージ「增唾 万 I 避央禁置の偉 町 か 量] 参照） 

♦給油延長運転中は、室温に関係なく最燃焼 (r 微弱」 または r ミニ」) 運転をしまず。 


江意 


★ストーブを持ち運ぶとさは必ず消火をし、本体温度が充分下がって 
から、電源プラグをコンセントから抜いて、油タンクを取り出して 、 SB 
スト-ブを傾けないよう静かに運んでください。な油びこぼれてス y 
災になるおそれびあ0まず。 す胃の 


チャイルドロック タイ 7- 


灯油セーブ 


祗@ 

さげる•あげる 




〇 〇 〇。の 



ル卽屋 


お使いになる前に 






お使いになる前の準備 


点义前の準備 


1 水平の確認をずる。 

♦ストーブは振動のない、水平でしっか0した床面に設置して<ださい。 

ストープび、傾いてないか、不まをな状態になっていないか、必ず確かめてください。 

♦ス I -ーフを傾いた状態で使用しますと、巧震自動消火装置び誤作動ずることがあります。また、転 
倒しやすく、異常燃焼の原因になりまず。 

2電源プラグを電気のコンセント(家庭用 
AC 10 日 V )に確実に差し込む。 


♦「ピー」音びします。 


♦「デジタル表示部」に r ノ く一」表示び r 点灯」し 
ます。 



-お願い一 

★電源プラグを、絶対に、2日日ボルトのコンセントに善し 
込まないでください。感電■火災-故障の原因になりま 
ず。 

★コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分ですと、 
電源プラグげ過熱し、熱変おすることびあ0まず。この 
よラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修理を依頼し 
てくださし、。 

お部屋のコンセントを必ず修理して<ださい。 


★電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い 
物をのせたり、加工しないで<ださい。感電や火がの原 
因にな0ます。 

★他の電気器具と同時に使用するとをは、ご家庭の安全器 
(ブレーカー)の容量をこえないよラにして < ださい。 



★電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張って扳か 
ないでください。断線、発熱、発乂の原因になりまず。 



★熱に弱いジュータンや床の上で長時間使用すると、床面 
が変色したり、そり返ることびありまずので熱に強いマ 
ットなどを敷いて < ださい。 


A 

ま意 





3 現在時刻を設定しまず。 



「時計」表示デジタル表示部 


の！>現在時刻が午後7時1日分の場含 
①〇または E ) のボタンを一度巧ず。 

「ピー」音がして r 時計」表示び「点滅」します。 

( D デジタル表示を見なび 5 CP 1 のボタンを押して 
巧に合わせる。 

( D デジタル表示を見なび5区;)のボタンを巧して 
! 0 に含わせる。 


• CyJ •区>のボタンは、一度押すごとに]時間または]分間ずつ進みまず。押し続けまずと連続的 
に進みます。 

♦時刻合わせをずる場含は、 r 時計 J 表示び r 点滅」している間 （1 日秒間)に C 3 .区）のどちらかのボタ 
ンを押して < ださい。 

時刻合ねせびできなかつた場合は、もう一度¢3またはのボタンを押してやり直してください。 


® r 時計」表示が、「点滅」か6「点な」に変わり、設定が完了しまず。 

{ -お願い- 

★ス I ブの時刻表示び狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりする場含は、電源プラグを一度振い 
て、もラー度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでを直らないときはお買いホめ 
の販売店までお問い含わせ < ださい。 

★ス I -ーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグを抜いて再通電 
した場合、デジタル表示はち図のよ5に表示され、「時計」表示び r 点好」し 
ますので、現在の時刻を設定してください。（但し、電源プラグを披いて 
を、時計•温度記憶機能で約孤分間は、現在時刻を記憶しています。） 


1 ★省電力機能 

•時計表示中に、 5 分間経過しまずと、暂電力機能が働いて、デジタル表示部が「消打」して、電力の消費をお 
さえます。（※チャイルド□ック設定になつている時はチャイルドランプは「点灯」したままになります。） 
時計表示を確認したい場含は、操作部の運転スイッチが外のどれかのボタンを押すと表示します。運転 
スイッチを押ずと点火動作に入ります。 

(運転中及びタイマー待機中この機能は働をません。） 



設定温度室內溫度 


湿度 

口 

■ 

時計 

設定湿度室内涵度 



お使いになる前に 


ぶ 




使いかた 


点义（通常運転) 



※最初の設定は、消臭点火モードに設定してありますので、最初か 6 r 消臭ランプ J が r 点な」 しまず。 

「消臭点火」は、点火までの時間を LC - L 436 は約]日日觀 丄 C - L 已3目は約21日砂にして、予熱を充分に 
おこない、点火時のにおいをかなくする点火ち法です。 

① r 運転スイッチ」を巧して r 入」にする。 

♦「ピー」音がして「運転スイッチ」が「点滅」します。 

♦「温度」表示び「点灯」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示しまず。 

/---\ 

油タンクに灯油びあるのに r 給油ランスび r 点讯 又は r 点滅 J している場创ま、油受けを取り出し、ご 

みや水を捨て丹油で洗浄してください。に4ページ参照） 

^ - -- , 

(DLC-L436 は約 150 秒後、 LC-L 己 36 は約 210 秒後に自動的に点乂し、 
「運転スイッチ」が r 点な」に変わりまず。 

♦八イパワー運転 ( LC - L 436 のみ：] 

運転中に室内温度び低下し(約10でし U 下)、設定温度との差び約日む政上になると、数分間、通萬の 
最大暖房出力を約の％アップさせて自動運転しまず。 

I ★消臭点火癖除ち法 I 

♦r 運転スイッチ」 び r 切」 の時に r 消臭点火ポタン」 を押ずと、 「消臭ランプ」 び r 消灯 j して消真点火モードび 
辭除され、点火までの時間び短くなります。 （ LC - L 43 巨は約90砂、 LC - L 536 は約1日日砂） 

室内温度び目で下の場合は、点火までの時間び、 LC - L 43 目は約1日日秒、 LC - L 己36は約21日秒のま 
までず。 

i -お願い- N 

★初めて運転するときや、製品を移動させたり、激しい振動び加え5れたあとに運転するとき、白煙 
け了油の藏気)や臭気び出ることびあります。これは、移動、振動によりバーナー(燃焼部)内に落ちた 
余分な油が蒸発することによるをので、~度点乂し、余分な油びなくなれば白煙や臭気はなくなり 
ます。この様な場含は白煙、臭気びなくなるまでは(窓をあけるなど、 ） 換気をおこなってくだごい。 
女点火時にバーナ ー( 燃焼部)内で、「ボッ」と言う音や口一：1一」と言う音びしまず。これは点火を確 
実にするためで異常ではありません。 

★点火時にはがしにおいがあります。 

女燃焼中「チッチッチッ」と言ラような音びずることびありますび、電磁ポンプの音です。また、燃焼 
中に r ジユッ、ジユッ」 • 「シヤンシヤン」などの音びずる場合びありまずび、これは口油び蒸発する 
音です。異常ではありません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点义後3時間で自動消火をします。燃焼を継続する場 
含は消火する前に ^ 「時間延長ボタン」 を押してください。 

詳しくは19ページを参照してください。 











炎の状態 


★ストープを使用ずるとをは、正常に燃焼して 
いるか、燃焼確認窓か日炎の状態を必ず確認 燃焼確認窓 

してぐださい。 



確認 


(ここに表示したが態は r 強燃焼」の状態です) 





使用禁止 



が、 

ぶ 


ザ 



青炎燃焼で炎の先端に多少 
黄炎びはいる。 

炎の伸びや、燃焼音びルさい。 



四 

圓 



•炎び黄色 < 燃焼音び大さい。 

_1 

•炎び高 < 伸び、炎全体び黄色。 
•「ピー」と言うような異常音 
びする。 

• 燃焼用空気びをすざる。 

• 燃焼用空気不足。 

•燃焼リングの取付け不良。 
•ク□スマツトの浮さ上り。 

•販売店にご相談 < だごい。 

•燃焼空気取入口（給気フィ 
ルター）を掃除する。 
•販売店にご相談 <ださい。 


室温の調節（運転中にしかでをません) 


♦設定温度にコント□ールするために、自動的に 「強」 撮大） •伸」•「弱」•「微弱」•「ミニ」 撮か)運乾を 
くり返します。 

♦設定温度は目で〜巧む、室温表示は日む〜32むまで表示しまず。 


ル部屋運転; 


※か部屋運転時の目を 


>1 ■運転スイッチ」 が r 入」 の時に r 小部屋ボタン J を 
巧すと 、 r か部屋ランプ」 び r 点灯 " j してか部屋運 
転モードになりまず。お部屋の広さに含わせて 
使用してください。ル部屋運転中には r 強」 （最 
大)運転には、切り替わりません。 





















使いかた 



デジタル表示部 な油セーブランプ 


温度設定しない塌含や停電や電源コードを破いた綾に毎運転ずる場合は、 
「三で」に〇む）が設定:温度となりまず。 

但し、時計-温度記憶機能で前回の設定温度を約3日分間は記憶していまず。 


湿度 


時計 


「つ ,—' inl 

し L い A 心 j 

設定温度室巧温度 


①〇または巨）ボタンを一度押ず。 

♦「ピー」音びして r 温度」表示び、「点滅」しまず。 

( D 温度を上げるとを。 

♦デジタル表示を見ながら © のボタンを巧ず。 

( D 温度を下げるとき。 

♦デジタル表示を見ながら <3のボタンを押す。 


♦温度設定をする場合は r 温度 J 表示び r 点滅」している間(約1日砂間)に C 3 -区5ボタンのどちらかを 
巧してください。 

設定で去なかった榻含はちラー度押して、やり直してください。 

♦一度温度設定しますと、その温度を記憶していまずので変更をしない限り、 r 消乂 J 後再運転する場 
合、同一設定温度になりまず。 

-お願い- 

★室温び約18む政下では「微弱」または r ミニ」燃焼しないことびあります。 

★温度調節は温風空気取入口（フアンフイルター)付近の温度を感知しておこないますので、ス1''ーブ 
の位置や部屋の大ささによって、必ずしち、「デジタル表示部」の室内温度表示と、霊温とは一致し 
ません。 


な油セーブ運転 


な油セーブ運転は設定温度よりち室温が約3で上昇しますと r 消义」して無献な隱房を抑えまず。 

丹油セーブ連転を解除していない状態で運転したとさに、室温び設定温度より3む上高い場含は、 
運転ランプは r 点な J しますび運転はしません。 

また、室温び設定遍度まで下びりますと、自動的に再点火させます。 




( D 「好油セーブボタン」をす甲します。 (灯油セーブ運転の設定及び解除は運転中にしかおこなえません。） 
♦「灯油セーブランプ」び「点な」してセツトされます。 

★解除する場含は再度「打油セーブボタン」を押して < ださい。 









タイマー連串 E のしむ、た （タイマーを使用して暖房 を始めたいとき) 

★タイマー運転をする場含は、巧ぺージ「 3 現-を時刻を設をしきす i に従って、時刻合わせをしてか5で 
ないと運転でをません。 

★タイマー点火時刻を設定しないと、デジタル表示部に「も-か-」び表示されます。 



■タイマー点火時刻は、 5 分おきにしか設定できません。 

このス I ブのタイマー運転は、フアジーコント□ールでお部屋の大ささとその時の室溫により、自 
動的に点乂時刻をミ夫定し、設定の時刻には、お部屋を暖かくしておきまず。 

通常、タイマー運転設定時刻の 0 分か 525 分前に運転を開始しまず。 


di 午前6時30分に設定したいとき 
①「タイマーボタン」を押ず。 

♦このとさデジタル表示部の表示び「バー」表示に変わり、「タイマー 
ランスび「点測します。 

屋)デジタル表示を見ながのボタンを押して 
ら に含わせる。 

③デジタル表示を見なび 5 E ) のポタンを押して 
30 に含わせる。 


温度 

口 

■ 

時計 

設を温度まの湿度 



• Od •と^のボタンは、一度押すごとに1時間または5分間ずつ進みまず。押し続けますと連続的 
に進みます。 

♦時刻含わせをする場をは、デジタル表示部のタイマー時刻び 「点滅」 している間(約1日秒間）に C 3 ■ 
E ) のどちらかのボタンを押してください。 

♦設定できなかった塌合は、をラー度 r タイマーボタン」 を押してやり直してください。 


( S ) デジタル表示部のタイマー時刻が r 点ミ威 J している間に、「運転スイッ 
チ」を押して r 入」にずる。 

♦約1日秒ほど経過すると r タイマーランプ」び r 点な」し、デジタル表示は現在の時刻を表示してセット 
び完了します。 











使いかた 


★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限り、 「タイマーボタン」 を押して 
デジタル表示部のタイマー時刻の r 点滅 J 中 (約1日秒間)に、 「運転スイッチ」 を r 入」 にするだけで同一 
時刻で設定が完了します。 

★r 運転スイッチ」 を巧して、 「運転スイッチ」 び 「点滅」 しているときに r タイマーボタン」 を押ずとタイ 
マーランプび点滅し、約1日秒程度経過すると r タイマーランプ」 び r 点な」 し、セットび完了します。 

★タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなって<ださい。 


_ タイマー運転の解除のしかた _ 

タイマー運転操作をした後、タイマー点乂時刻前にタイマー運転の解除あるいは通寓運転をおこない 
たい場合。 

1「運転スイッチ」 对甲して r 切」にす る。 一 〔タイマー運転の解除〕 

2 HI 転 スイッチ」 を再度押して r 入」 にずる。 一 〔通常運転開始〕 


タイマー運おの注意事項 


女タイマ—運転をした場含点火殺約1時間樓に自動的に消火し、 「タイマーランスが「点な」 し、デジ 
タル表示部の 「 ミト!,- 」 表示び 「点な」 して、他のランプは全て 「消な」 します。 

連続運乾ずるとをは、タイマー運転の点乂時より1時間 L ソ巧に r 時間延長ボタン」を押して<ださい。 

•これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼ずると、空気不足で危険となるためで、手を細れ 
ない場合は、自動的に消火します。 

♦鶏り燃焼時間び 1 日分になると r デジタル表示部 J にぶ. g . I * と表示し、 2 分额こ「ピー」音でお 

知]5せします。 

★通常運転中に r タイマーボタン」 を押ずと、 「消乂」 して 「タイマー運転 J の待機状態になり、タイマー 
運転時刻に自動的に点火しまず。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりません。） 

★タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または消火時に r タイマーボタン」 を押すと、 1 日砂 
間表示します。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとさや、ス1-ーブを揺6して対震自動消乂装置び作動したとを、 
電源プラグを抜いたとさは点乂しません。 

この場合は、再度 13 ぺージ r 3 —現在時®を設定します I を読んで、時刻合わせからおこなってく 
ださい。 












消义のしかた 



①「運転スイッチ」を巧して r 切」にする。 

•このときデジタル表示部は現在の時刻を表示し、「消臭ランスび r 点激して、消臭機能の作動を表 

のレよ9 0 

★ LC - L 已3目は消乂時に「ジーッ」といラ音びしますが、これは消火時の臭気を取る吸臭ポンプが作動 
するためで、異萬ではあ0ません。 

•消火後、 LC - L 43 目は約9日秒'間、 LC - L 536 は約150秒間、巧流用ファンは回転し続けます。その 
辕自動的に停止します。（この間、消臭ランプは点滅していまず。） 
f -お願い-^ 

★消火操作をしたときは r 運輯スイッチ」 の r 消灯」 とバ ーナー 内の乂び消えることを確認してください。 
★消火時には バーナ ー( 燃焼部)内で r ボッ」と言う音やローゴー」と言う音びしまず。これは消乂を確 
実にするためで異常ではありません。 

女消火後、対流用ファンび止まるまで、電ミ原プラグをコンセントから抜かないでください。音び出た 
0、炎び出ることがあります。 

女点火してすぐに消乂操作をしたとさ、さつい臭気び発生ずることびあります。点火後約孤分はでを 
るだけ消乂しないで < ださい。 

★緊急のときを除いて、消乂はおず r 運転スイッチ」 を使用してください。 

★長期間留守にずるとをは、必ず電源プラグをコンセントか5掠いてください。 


消乂後再点义するとをのま意 


★消义後すぐに再点火すると、異常音が出ることがありまずので、しば 5 く（約 10 分 M 寺ってか日再点义し 
て < ださい。 

★ストーブが牆かいうちに再点火操作をした時の予熱時間は、 LC - L 43 目は約4日秒、 LC - L 己36は約日日秒 
です。 


消し忘れ消义装置の使いかた 


★消し忘れによる、万一の事故を防止するために、 点义してから3時間 燃焼が継続 
すると、「デジタル表示部」に5み-を表示して、自動的に消乂しまず。 

♦残りの燃焼時間び、10分になると r デジタル表示制に数宇で ぶ. S • • • /と表 
7J\ 9 0 

♦この間、2分毎に「ピー」音でお知5せします。 

〇消火ずる前に r 時間延長ボタン」を巧ず。 

♦その時点か6再度3時間の燃焼継続が巧能になります。 

•自動消火した場合は、 「運転スイッチ」 を押し直してください。 


温度 

口 

口 

時計 

:曰を 
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口 

時計 


設定湿度室内沼度 

C3 

設定温度室内温度 


ぶ 


使いかた 





使いかた 


クリーニング燃焼表示 [ LC - L 536 のみ] 



★ク U —ニング燃焼は;/ (ーナー内の;ちれを除去ずるための燃焼です。 

♦強燃焼で約2時間！; LL の連続運転をしますと、デジタル表示部に区逗)を表ちし 
て自動的に弱燃焼によるクリーニング燃焼を約日分間おこないまず。その後自動 
的にちとの燃焼が態におどります。 


/-- N 

r > nz 
L L u j 

設定湿度ま內湿度 


換気ミち意表示の見方 


★閉め切った部屋などで長時間運転をずると r 換気ランプ」び r 点減」し「ピー」音び 
5秒間鳴って運転を停止し、「デジタル表示部」の r パー j 表示び「点滅」しまず。 
r 換気ランプ」にたよらず、]時間に ] 〜2回は必ず部屋の換気をしてください。 



設定溫度室巧温度 

参 〇 

換気 給油 


チャイルド□ックの使いかた 


チヤイルド□ツクは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って運転スイッチを押してを点火しないよ 
ラにしたいとさに使用しまず。 


チャイルド□ック 
ボタン 


、いの一 。藏 J 黑.黑 1* 


EBBS 


運乾スイッチ 


デジタル表示部 


チャイルド□ックランプ 


チャイルド□ックの機能 


1運転中にチャイルド□ックを r セット」したとき。 

♦「運転スイッチ」で r 消义」のみびできます。 

♦設定温度の変更など他の操作はでをません。 

2消乂中にチャイルドロックを r セット」したとき。 

♦すべての操作びでさません。 

3チャイルド□ック中に点乂もしくは再点乂したとき。 

♦デジタル表示部に「ら-か-」び表示され点火しまはん。 

/----- 

チャイルド□ックの使用は、こ尹 r チャイルドロックボタン」を3砂政上押すことで、「セット」又は 
「解除」がでさます。 

「セット」…屋ミ]「チャイルドランスび「点れ]。 

「解除」…區豆！「チャイルドランプ」び r 消阿」。 









安全装置 

★を全装置が作動ずるのは何日かの異常びあるときですから、下記の処置をしても正常にならないときは、 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

★再点火操作とは一度 r 運転 スイッチ」 を 「切」 にしてから再び巧し直して r 入」 にすることをいいます。 


を全装置名 

はたらを 

m 置 ] 

巧麗自動 
消火装置 

♦運転中にストーブ本体び地震(震度約5な上)や 
強い振動、衝擊を受けたとさ、火災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止します。 

♦地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油のあふれなど、異常びない 
ことを確認した後、再点火し 
て < ださい。 

不完全燃焼 
防止装置 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異萬によりバ 
ーナー部への空気の供給び不足したとを不完全 
燃焼による危険を防止ずるちのであり、自動的 
に燃焼を停止します。 

♦作動した場をは、燃焼空気取 
入□(給気フィルター)の掃除 
をし、部屋の換気をしてから 
再点火して < ださい。 

この装置は、あくまでも不完全燃焼による危険を防止するため 1 
のものであり、使用中は必ず 1 時間に！〜 2 回換気して、新鮮 1 

な空気を補給してください。 ！ 

1 • •• •- - • 1 

に2、23ぺージ参照） 

点乂を全 
装 置 

•点火ヒーターのホ熱不足や、バーナーヴーミス 
夕の不良による点乂不良。 

♦点火ヒーター•電磁ポンプ•ブ□アモーターなど 
の故障により点火しないとさに、運転を停止し 
ます。 

♦点火ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したとさはバーナ 
一底のクロスマツトに巧油び 
しみこんでし''ます。 

完全に乾燥させてか5、ご使 
用 < ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電 安全 
装 置 

♦運転中に停電や電源プラグを撫くなどして電源 
び切れたとさは、自動的に運転を停止しまず。 
再び通輩されてを運転しまはん。 

♦タイマー運転中に惇電びあった場合、タイマー 
運転は解除されまず。 

♦再点火操作をします。 

♦現在時刻の設定とタイマー運 
転時刻の設ををやり直しまず。 

( 13、1目、17ぺージ参照） 

燃焼 制御 
装 置 

♦燃焼中にがび消えたとを、自動的に運転を停止 
させる安全装置でず。 

♦巧点火操作をしまず。 

過熱防止 
装 置 

•ファンモーターの故障や異常燃焼などの原因で 
ス1-ーブび異常過熱したとさ、乂災などの危険 
を防ぐために燃焼を停止しまず。 

_ _ _1 

♦温風空気取入口（ファンフィ 
ルター）のほこりを取り除い 
てから、再点火操作をします。 
に3ページ参照） 

消し忘れ 
消火装置 

\ 

♦消し忘れによる危険を防止するために、点火し 
てか5 3時間、燃焼び継続ずると自動的に燃焼 
を停止します。 

♦消火する前に「時間延長ボタ 
ン」を押ず。 

♦消火した場合は、再点火操作 
をしまず。 

(19 ページ参照） 





点検-手入れ 


定期点検のおすすめ （2 シーズンに1回程度） 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
まをにお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、叉は 
修理資格者！:(財）日本石油燃焼機器保守協会 (TEL 03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習会修了者(石 
油機器技術管理±)など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおすずめします。 


_ 日常の点検•手入れ _ 

★点検*手入れをするときは、必ずストーブを消义し、電源プラグをコンセントか5抜いて、本体温 
度が充分下がってか 5 おこなってください。やけどや感電をするおそれがありまず。 

★部品に触るときや、内部を掃除するときは、手をけびしないよラに、手袋をはめておこなってください。 
女本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色しまず。 

★輩装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないで<ださい。 


使用のたびに 


周囲の可燃物 



•ス I -ーブについたほこりやミちれは、掃除機で吸 
し、取った0固< しぼった;'!れ雑巾などでふさ取 
つてください。 

ミちれたままのご使用は危険のおとですし、スト 
ーブのいたみを早めまず。 


, 1週間に 


油漏れ、油のたまり、油のにじみ] 

♦万一油漏れによって、油のたまり、油にじみが 
生じているときは、消火操作をし、原因をたし 
かめ防漏処置をし、油漏れびな<なったことを 
確認してか5点火操作をしてください。 



回む上 


燃焼空気取入 □ (給気フィルター）の掃除 


•本体側面にある燃焼空気取入□(給気フィルター)に、ごみやほこりび目づま 
りしますと、燃焼用の空気量び減って点火時に白煙び出た0、燃焼中に不完 
全な燃焼となり炎び高く伸びたり「ピー」と言うような異常音びすることびあ 
0ます。 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター)に付いているほこりを、電気掃除機などで 
吸い取ってください。 











時々、給気フイルターをはずして掃除してくださし、。 


給気フィルターの目の中がつまっている 
場合びありまずので、やわらかいブラシ 
などで、給気フイルターの目のつまりを 
掃除して < ださい。 

(光にかざして目ゴまりびされいになつ 
たか確認してください。） 



お願い 


★巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりします。 

ミちれび取れないとをは、洗剤で洗って、よ<乾かしてからご使用<ださい。 
★取りはずしたとさは、必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 



温風空気舉入口（ファンフィルター）の掃除 

♦本体背面にある温風空気取入□(ファンフィルター)にごみやほこりび目づ 
まりしまずと、温風用空気量び減って過熱防止装置びはたらしで消火します。 
対流用ファンび停止していることを確認してか6遍風空気取入 □ (ファン 
フィルター)に付いているほこりを、電気掃除礫などで吸い取ってくださ 
い。 

f -お願い-^ 

★電源プラグをコンセントか5巧いておこなってください。 

★ファンフィルターの巧れびひどい場合は、ファンフィルターの止めね 
じ （2 本)をはずし、ファンフィルターをはずして、掃除をしてくださ 
い。 

★はずしたファンフィルターは、必ず元どおりに組み付けてください。 
けがをします。 

★フアンフイルターの掃除をしてち燃焼び停止するよラであれば、巧ぺ 
—ジに記載してあ0まず対流用フアンの掃除をおこなって<ださい。 


iiiwiiwiiiTiiitlTr 


I 川 I 川 


★このとき必ずス I -ープを消火し、温風峽出 
□(ルーバー)び冷无てか5おこなって < だ 
さい。 

やけどをするおそれびあります。 


温風吹出 □ (ルーバー）の掃除（必ず手袋をはめてあとなつ居さて。 

••- •• • * 、- - • - - - - • . - — . . _ __ * 


>温風吹出□りレーバ~)び巧れたり、ほこりび付 
着した場含は、電気掃除機や、固くしぼった姑 
れ雑巾などでふさ取ってくださし、。 


フアンフイルターの取り付けかたと注意 


►ファンフイルター下側の突起を、ス [ '■ーブ背画の角巧に入れ、対流用ファ 
ンのコードをファンフイルターの凹部を通してからふたをしてください。 


r _1箇月に1回 m 上 










点検-手入れ 


油受けの掃除 


♦油受けは丹油は通しますび水は通しにくいフィルターででをていまず。油 
受けに水やごみがたまると、油タンクに灯油びあるのに、「給油ランプ」び 
「点'な」することびあります。 

♦「油タンク」を取り出してから、 r 油到ブ」を傾けないように取り出し、たま 
つた水やごみを取り隙いて < ださい。 

f -お願い-^ 

★油受けは、水で洗わないでください。必ず;打油で洗ってくださし、。 



巧震自動消乂装置 


•燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消火するかを点検してください。 
♦自動的に消乂しますと、「デジタル表示部」に E 3 を表示しまず。 


1シーズンに！〜2回じ(上 


-お願い- 

★巧流用フアンにごみやほこりびを量に付着しまずと、温風巧空気量び減って過熱防止装置がはた5 
いて消火しまず。 

巧流用フアンのごみやほこ0を、電気掃除機で吸い取って取り除いてください。 

★ス I ブを消火し、電源プラグをコンセントから抜いて、ス I -ーブの温度び充分に下びってか5お 
こなって < ださい。 


— 巧流用フアンの掃除（必ず手袋をはめておこなってください) 

①巧 ぺージ I 短嵐空気敢天 □ (フアンフイルター)を 掃除] を参照して、フ 
アンフイルターをはずしてください。 

@対流用フアンに付着したごみやほこりを、電気掃除機で吸い取ってくだ 
さい。 

また、見える箇所だけでよろしいでずから、本体内部のほこ0を取り除 
いてください。 

( D 元どおり組み立ててください。 

油タンク、油曼けざ’ちを掃祿^ ■ 


爲 1111111111111111111111 



♦油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプ等で油タンクや 
油受けざら内の水やごみを取り除いてください。 



電源プラグ、コンセント 


♦電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると火災の原因になること 
があ0ます。 

電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりや汚れを取り除いて 
<ださい。 


成 















故障-異常の見分けかたと処置のしかた 


異常のお知らせ（デジタル表示の見かた） 

安全装置が作動すると、自動消火しまず。また、デジタル表示部に故障■異常の原因び表示[エラー表示] 
ごれます。繰り返し表示するとさや運転しないとさは、お買いまめの販売店へご連絡ください。 


処置方法 I 

♦しば5く待ってか5再点义操作をしてください。 

•温風空気取入口（フアンフィルター）、温風の出□(ル 
ーノ（一 ） 、巧流用フアンの掃除をしてください。 

(23、24ベージ参照） 

♦ストーブの周囲の陪害物を取り除いてくだをい。 

♦運転スイッチを一度「切」にしてから現在時刻•タイ 
マー点火時刻-室温設定をしてください。 

参電源プラグなど電源をご链認ください。 

♦電気系統の故障でず。お實い求めの販売店まで「デ 
ジタル表示」などをご連絡ください。 

♦修理びお、留でず。お買い巧めの版売店または別紙の 
お客様相談窓口一寛まで、「デジタル表示」などをご 
連絡ください。 

♦しば5く待ってか5巧点义操作をしてくだ立い。 

参お買いボめの販売店または別紙のお客様相談窓□— 
舊まで、「デジタル表示 J などをご連絡ください。 

♦ストーブが傾いていないか確認してか6、泻点义操 
作をしてください。 

♦燃焼を気取入口（給気フィルター）、油受けの掃除を 
してください。（22、23、24ベージ参 P . 島） 

参修理び必要でず。お買い求めの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一廣まで、「デジタル表示」などをご 
連絡 < ださい。 

♦ストーブの周囲の障害物を取り除いてください。 

♦里気系統の故障でず。お買いボめの販売店または別 
紙のお客様相談窓口一度まで r デジタル表示」などを 
ご連結ください。 

♦燃焼空気取入口（給気フィルター）、油受けの掃除を 
してください。（22、23、24ぺージ参照） 

•修理び必要でず。お買いボめの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一質まで、「デジタル表示 J などをご 
連絡ください。 

♦運區スイッチを r 切」にして、チャイルド□ック巧解 
除してください。巧日べージを照） 

♦運畦スイッチを r 切」にして、タイマー点火時刻を設 
定してください。 （17 ページを照） 

♦窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をおこなってか 
6再点义操作をしてください。 

♦打油を給油してか目再点义操作をしてください。 

♦毎点义操作をしてください。 

♦再点义操作をして < ださい。 


•操作部のいずれかのボタンを押して<ださい。 


デジタル表示 

点巧(点滅)の意味 、 

E-0 

♦過熱防止装置が作動しました。 

F-IJ 

•惇電消义後電源げ入りました。 

E- 1 

♦ルームヴーミスタが断線しました。 

•ご-'' 

•パーナーが予规不足でず。 

参バーナーヴ—ミスタび断線しました。 

♦点火ヒーターび断線しました。 

ら -2 

•消义をすぐに再点义操作しました。 

♦点火ををお置が作動しました。 

F ■こ, 

♦地巧にぶり消义しました。 

♦本体を傾けたり、強い振動、衝おびちえ6 
れ消乂しました。 

• 5-6 

•不完を燃焼防止装置び作動しました。 

£-7 

♦室温が33で LiU ： にな0ました。 

E-8 

•ブ□アモーターび惇止しました。 

E-EI 

♦点火巧を装置が作動しました。 

tror 

♦チャイルド□ック中に運粒スイッチを r 入 J 
にしました。 

♦タイマー点火時刻が設定されていません。 

曇 • • • 

パー表示点滅 

擠気 ラ、/ づ 

•窒內酸度が不足でず。 

給油ランプ 

♦阿姐がなくなり消义しました。 

iHr 

タイマーランプ 

♦タイマー運転が終了しました。 

が r 

♦消し忘れ消义装置にて消义しました。 

全消〇 

♦省電力機能が作動しました。 （13 ページ参照） 


魚横•手入れ•アフタ—ヴ—ビス 



ぶ 

















故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


故障かなと思ったときに 


電源プラグをコンセ 
ントに差し込んでい 
ない 

停電した 

巧震自動消火装置び 
作動した 

油受けにかが入った 


油受けざ5に水が入 
つている 

燃焼空気お入□(給 
気フイルター ） の目 
づまり 

油タンクに灯油がな 
い 

灯油げ油タンクの出 
し入れでこぼれた 

換気不良 


変質な油や不純な油 
を使った 


省電力機能が作動し 
ました 


給油□□金が間違つ 


使 

用 

中 

室 

内 

が 

に 

お 

使 

用 

中 

急 

に 

消 

义 

る 

置 

一 

に 

油 

に 

じ 

み 

が 

お 

る 

{巧 

か"、 

焼 

が 

大 

を 

い 

突 

然 

す 

ベ 

て 

の 

ラ 

ン 

プ 

が 

消 

を 

る 

処置ち法 





〇 

電源ブラグをコンセ 
ントに差し込む 


〇 



〇 

停電復帰後、再点乂 
操作をする 


〇 

E-S 




再点乂操作をする 


〇 




油タンクと油受け內 
の水を取0除< 


〇 




市販の給油ポンプで 
水混入の灯油をずつ 
かり巧く 

〇 

〇 

ら-ら 




フィルターを掃除す 
る（22、23ページ参照） 


〇 




灯油を入れる 

〇 


〇 



こぼれた:) a 油ををれ 
いにふをとる 


〇 




部屋の巧分な換気を 
ずる 

〇 



〇 


変質'灯油や不純灯油 
を良質の巧油に入れ 
かをる 

販売店にごホ目談くだ 
さし、 





〇 

操作部のいずれかの 
ボタンを押してくだ 
さし、。リ3ぺージ参照） 






正しい給油□□金を 
取付けてくだをい。 

(10 ぺージ参照） 


f 表示は、 r デジタル表示 _ K エラー表示)を示します< 
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部品交換のしかた 


部品交換のときの注意 


♦部品交換や修理をお受けになる場含は、曰本石油燃焼磯器保守協含でおこなラ技術管理講習会修了 
者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨します。 

女不完全な修理は危険です。 

★故障したをのは使わないでください。 


♦短時間に消耗する部品は特にありませんび、交換部品び必要な場合は、お買い求ゆになった販売店 
にご相談ください。 

★部品は必ず純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

★部品を交換するとをは、ストーブを消火し、本体び充分冷えてから、電源プラグをコンセントから 
抜いておこなって < ださい。 


保管のしかた(長期間使用しない場合) 


女ストーブを保管する攝合は、22ぺージ点検.手入れの項を参照して、ストーブの手入れをして 
か5保管してください。 

★いたんでいる箇所は必ず修理をしてか5保管して<ださい。 


1 ストーブを消乂し、ストーブが巧分冷えてか6、電源プラグをコンセントか5 
抜く。 

2 燃焼空気取入口(給気フィルター）、温風空気取入□(ファンフィルター)、温風 
吹出口(ルーバー)、電源プラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

•燃焼用空気取入口(給気フィルター)は布などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

3 油タンク、油受けざ5巧の巧油、ごみ、水気を取り出ず。 

♦請や巧あさの原因にな D ます。 

4 器具の表面をよくふいて、ミちれを取る。 

♦固くしぼった霜れ雑巾や、薄めた中性洗剤液でミちれを取り、乾いた布で水気をふき取ってください。 
(シンナー、ベンジン等では成かないでください。） 

5 包装箱に入れて保管ずる。 

•口金開閉具は、紛失しないよラに、本体の背面にある□金開閉 
具取付巧に弓 I っ掛けて保管しておくと便利です。 

★□金開閉具についたな油は、よくふを取ってください。 

♦湿気の少ない所に保管してください。 

•傾けたり、横にしないで<ださい。 

抜けされなかった灯油び漏れることびあります。 

★取扱説明書-保証書ちおず保管して<ださい。 

廃棄ずるとき 


□金開閉具取付巧 



24 ぺージ[油タンク、適夏けざらの谭踪 j の項を参照して、油タンク、油受けざら内の灯油をおき取っ 
てから廃棄してください。 


A 


点横•手入れ•アフタ—サ—ビス 












ラ 
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I 統 
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型式の呼び 
種 

点义 方式 



電磁ポンプ 


点火 ヒーター 


ルームヴー 




巧震自動消义装ち 


巧巧自動消火装ち 



□金開閉具 （1 個) 


停電安全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消火装置 


巧震自動消乂装置、点乂安全装置、燃焼制御装置、適熱防止装置、 


最大燃焼時 36 cl 目最ル燃焼時21 dB 最大燃焼時 37 cl 目最ル燃焼時 24 d 目 


_100 V . 50/60 HZ _ 

点火時320/32日 W 燃焼時 28/26 W 
最大目日0/9日日 W (点火初期に短時間発生）待機時日.8/日. 7 W 




5.2 己 kW 


4.2 己 kW 


0.137 L/h 


0.099 L/h 


灯油りに1号) 


0.413 L/h 


0.5]0 L/h 


使 用 
燃料消費量 

暖房出力 


電気点乂 


LC-L436 


LC- し己 36 


ポット式-強制通気形-強制対流形 




















































♦このフアンヒーターは電源周波数甜、孤 Hz とわ同一仕様です。 

★電源周波数の異なつた地域への転居でをそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの軒 


居は再調整び必要ですので、別祇の客穗相談窓口一賣]までご相談ください。 


A ま后' 

故障■破損したら、使巧しないでください。 ^ 

不完全な觸削維は繊でず。 PO 

分解禁止 

ま居、 

修理•引越しなどで、ス1 ブを運搬される時は、必ず油タンク、油 

受けざらのな油娜いてください。 ■■ 

運搬の途ホにな油びこぼれ、麵をちすおそれびあります。 

指示 


塔障•修理の際の連絡先 


アフターサービスについてねからない場合は、お買い求めの販売店、または、もよりの梗畜穂南誘惠一白 
—覧](別紙参照)までお問い含わせください。 ■ 


アフターサービス 


_ 保己止1しし 、し _ 

♦添付しております保詔書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。 

記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上げの日より1年間です。 

I 修喔依焉を^卓 I 

• 故障•異常の見分けかたと処置のしかた牌ぺージ)に従って、お調べください。直らないときは、ご 
使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買い上げの販売巧にご連絡ください。 

♦ご連絡いただをたい内容は次の通りでず。 

①品名…石油フアンヒーター(強制通気形開放式石油ストーブ） 

(D 型式の呼び… LC - L 43 目- L 巳 - L 己3巨 
③お買上げ年月日 

@故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、電話番号 

•修理に隙しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださまず。 
♦保証期間が過ぎているとさは、修理ずれば使用でさる場合には、ご蒂望により有料で修理させていただ 
さます。 

♦修理料盡は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 

{ ---- N 

この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項.ま意事頃および通常使用に反して使用された場を 
の故障、事故につをましては、保部いたしません。 


_ 補修用性能部品について 

★石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 
•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

転居される場合 


点検•手入れ•アフタ—ヴービス 


一 







LC - L 43 目丄〇 L 己 36 取扱説明書 



I 石油 フ マ* ノヒー々一の 補修 

★長年ご使用の掠由フアンヒ—夕-の点横を！ IlfSf 轟棘 


ご使用の際 
:のよラなことは 
ありませんか 


♦油漏れずる。 

♦燃焼中強いにおいがする。 
♦おが異常に黄色い。 

♦ぞ熱時間び黄萬になびい。 

参運転中異常な音びする。 
•その他の異常-故障びある。 




. 1 

故障や事故防止の1 


ため、コンセント 

ご使用 

;か5電源プラグを 

中止 

おいて、必ず販売 


店に点検-修理を 


ご依頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

_ 

お買上げ年月日 

年月日 

お買上げ店名 

(電話番号） （ ） 一 

. ノ 


株式会社卜 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園町曰番17号 
干4巨 7-08 曰己 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


尼 




巧式を巧卜 a 卜 S は快适巧巧の一巧としてこの取巧説明》は再をがを任用しています。 


まル < ルプだを S 100 W 巧を£を化巧 







